
      

 
 

ど
の
学
年
の
生
徒
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
２
学
期
を
乗 

り
越
え
、
一
段
と
た
く
ま
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。
体
育
祭
、
秋
季 

大
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
文
化
祭
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し 

た
が
、
数
多
く
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は 

確
実
に
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
制
服
は
同
じ
で
も
家
庭
環
境
や
考
え 

方
等
は
ま
さ
に
十
人
十
色
で
す
。
ど
の
子
も
彼
ら
な
り
に
必
死
に
「
今
」 

を
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
社
会 

で
活
躍
す
る
頃
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
技
術
革
新
、
急
激
な
少 

子
高
齢
化
等
、
難
し
い
問
題
が
山
積
で
す
。
文
科
省
で
も
。
変
化
の
激 

し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
「
生
き
る
力
」
の
育
成 

を
第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
生
き
る
力
」
と
は
、
座
学
だ
け
で
は
到 

底
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
活
動
や
実
践
を
通
し
て 

得
た
成
果
や
と
き
に
は
失
敗
や
つ
ま
ず
き
の
中
で
こ
そ
真
に｢

生
き
る
力｣ 

を
身
に
つ
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
学
校
と
い
う
異
年
齢
の
集
団
の
中
で 

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
我
が
白
銀
中
生
は
仲
間 

た
ち
や
先
生
方
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、
立
ち
は
だ
か
る 

困
難
を
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
る
力
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
り 

ま
す
。
▼
今
年
も
世
相
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
師
走
恒
例 

の
「
今
年
の
漢
字
」
が
発
表
さ
れ
「
密
」
と
な
り
ま
し
た
。 

世
界
中
が
感
染
症
流
行
の
影
響
を
受
け
た
一
年
。
３
「
密
」 

と
い
う
言
葉
が
提
唱
さ
れ
、
生
活
・
行
動
様
式
が
「
密
」 

に
な
ら
な
い
よ
う
意
識
し
続
け
た
一
年
と
い
う
理
由
か
ら
の
よ
う
で
す
。
本
校 

で
も
、「
白
銀
中
今
年
の
漢
字
一
文
字
」
を
全
校
生
徒
か
ら
集
め
た
結
果
、
①
楽 

②
笑 

③
絆 

と
な
り
ま
し
た
。
長
い
休
校
を
経
験
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識 

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
学
校
と
い
う
場
が
特
別
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い 

た
子
ど
も
も
多
か
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
楽
し
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
絆
で 

結
ば
れ
て
い
る
学
校
こ
そ
が
理
想
で
す
。
今
学
期
も
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら 

の
教
育
活
動
で
し
た
が
、
ま
さ
に
、「
楽
」「
笑
」「
絆
」
の
２
学
期
だ
っ
た
と 

思
い
ま
す
。
御
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
２
学
期
の
生
活
を
振
り
返
り
、
成
長
し
た
子 

ど
も
の
姿
を
見
つ
け
、
努
力
の
成
果
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
学
期
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 
 
  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全 

校 

１位 ２位 ３位 

楽 

(３９票) 

笑 

(３２票) 

絆 

(１８票) 

八戸市立白銀中学校 

TEL ３３－３２８７ 

FAX ３２－１１３１ 

学校通信 第９号 

文責：高橋 健 

令和 2 年１２月 2２日 

・やはり今までに比べて、学校や他の保護者さんと接する機会
が少なく、状況が分からなくて評価できないと感じる項目が
多かった。 

・中２であるためか、必要最小限の話のみになり、学校の様子
がわからなくなりました。コロナウィルス流行のため評価が
しずらいです。（学校に行くことが少ないため） 

・コロナウィルス感染症対策について、リスクアセスメントが
されていないと思われる。とりあえず感の対応で他校と対策
が異なるなど、広域で意見交換しないのか？気になってい
る。感染した生徒が出た場合のケアをどうするのか？ 

（学力、心のケア）考えているのか？運が悪かったでは悲しす
ぎるのでは？ 

 
 

・子どもの様子や学年からのお手紙を見ていると、生き生きと、
目標をもって学校生活を過ごしていることがとても伝わりま
す。悩みも先生に相談すると親身になって対応してくださり、
子どもも先生を信頼しています。１組の合唱も素晴らしかった
です。感謝しかありません。ありがとうございます。 

・コロナ禍でのいろいろな行事の開催ができたことは、先生方に
とても感謝しています。 

・コロナ禍の中、いろいろと対応しながら行事等、行っていただ
きありがとうございます。 

・いつもありがとうございます。コロナ禍で大変な中、行事に保
護者も参加させていただき感謝しています。子どもも楽しんで
生活しているので安心しています。 

・手紙を出さないことがあるので、メール配信助かっています。 
・いつもご指導ありがとうございます。 
・授業参観していないため評価できません。 
 

 

学校評価とは･･･ 学校自らが取り組みを自己点検したり、保
護者や生徒のチェックによる白銀中学校の診断結果です。 

多忙な２学期が間もなく終わろうとしています。どの学年の生徒も、新しいことに挑戦しながら、一段と逞しさをま
してきました。明日からの冬休み、ご家庭でも、２学期の生活を振り返り、成長した我が子の姿を見つめ、努力の成果
を認めていただきたいと思います。さて、学校では、先日保護者の皆様からご協力いただいた「学校教育に関するアン
ケート」の集計作業を終え、来年度の教育計画（教育課程）の編成作業に着手しています。集計結果は 、一月中旬頃
に各家庭に配布する予定ですので、ぜひご覧願います。今回は、自由記述に寄せられた感想・意見・要望を紹介します。
来年も生徒に寄り添い、信頼される学校づくりにつとめていきます。今年１年のご支援に心から感謝申し上げます。ご
協力ありがとうございました。どうぞよいお年をお迎えください。 

感染症拡大防止対策を講じながら教育活動を進めてまいりま
したが、取組について全教職員で再度確認し、今後、感染リス
クが高い活動を自粛するなど、高いレベルの感染症への対応
及び学びの保障について、全職員共通理解のもと教育活動に
取り組んでまいります。御協力よろしくお願いいたします。 

 



 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
             
  
 
 
 
 
 
 
                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊感染症等の状況により日程を変更する場合があ
ります。ご了承ください。 

 
１月 １日（月）元日  
   ５日（火）インドアテニス大会 ～1/6 
   ６日（水）１、２年出校日 
   ７日（木）バレー新春大会 ～1/8、３年学習会 
   ８日（金）バスケウィンターカップ 2021 ～1/10 
        ３年学習会 
   ９日（土）県アンサンブルコンテスト（八戸市） 
  １０日（日）八戸市成人式→８月に延期 

１１日（月）成人の日 南部地区陸上競技大会 
１２日（火）３年学習会 
１３日（水）３学期始業式 
２２日（金）英語検定 
２６日（火）全校朝会 
２７日（水）職員会議 
２８日（木）生徒委員会 
２９日（金）新入生保護者説明会 
３１日（日）卓球選手権大会 

２月 ３日（水）避難訓練 
５日（金）立志式 

  １０日（水）私立高校入試 
  １１日（木）建国記念日 
  １２日（金）希望式 
  １３日（土）数学検定 
  １５日（月）考査週間～21 日 
  １７日（水）えんぶりの日 
  １８日（木）私立高校合格発表 
  ２１日（日）英語検定２次 
  ２２日（月）５次考査（１，２年）、生徒委員会 
  ２３日（火）天皇誕生日 
  ２４日（水）職員会議 

           
 
 

11 月 26 日、本校体育館におい 

てＰＴＡ主催の教育講演会が開催 

されました。講師は本校ＯＢ、青森 

山田高校新体操部監督の荒川栄氏、 

｢夢の実現～命の大切さ～」と題し 

生徒に挑戦することの大切さを熱く 

語ってくれました。荒川先生は、 

白銀中学校入学時、創部されたばかりの男子新体操部に入部し幼

少期の骨折で、肘が真っすぐにならないコンプレックスを、練習

で克服し、心の持ち方で、弱点だと思っていたことが逆にストロ

ングポイントに変わることや指導者になってからの教え子との

病死による別れを経験したことにも触れ、「生きてたくさんの経

験を積むこと」が夢の実現につながる。挑戦することで視野が広

がり新しい出会いがあると熱いメッセージを送っていただきま

した。自分を成長させるチャンスは目の前にあることに改めて気

づかされた講演会でした。ピンチはチャンス。ガンバレ白中生！ 

 
・第１回青森県 U15 バスケットボール選手権大会 

兼 第１回全国 U15 バスケットボール選手権予選会 
   女子バスケットボール部 第３位 
 
・第 62 回青森県発明くふう展  
  青森テレビ賞 〇〇 〇〇 
 
・青森県アンサンブルコンテスト八戸地区大会 

木管打八重奏 金賞  金管八重奏  金賞 
 

・白中文武向上 1UP 大賞（文の部） 
 〇〇 〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 
 〇〇 〇〇、〇〇 〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 
 〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇、〇〇 〇〇 
 〇〇 〇〇、〇〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 
 〇〇 〇〇 

 
 
・体育祭の「よさこい」は全校生徒で行った方が良いと思う。 
 法被がなければ３年生だけでもいいが、伝統にしても良いと

思う。 
・文化祭の参観人数について、太鼓部と吹奏楽部のみ２名の参観

が許されたのは、忖度ですか？平等じゃないと思いました。と
ても残念です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・先生方の生徒に対しての発言、言葉遣いが悪い。 
・学級通信を出してほしい。 
・学校便りや学級通信等の紙で配布されるお知らせは、工夫がなく、
写真もわかりづらい。また、大会などの帰宅時間のメールも遅い。 

・何人かの生徒から（息子の友達）、授業中に携帯をいじっている先
生がいらっしゃるとの事でした。もし、それが事実で、内容がプ
ライベートなのであれば、休み時間にするべきではないかと思い
ます。 

・教室にエアコンを設置してほしいです。 
→ 市内全小中学校に来年度から３年計画で設置予定です。 

                      

体育館で行った文化祭、合唱コンクールは、感染症対策のため入
場制限を設けての開催としました。体育館でソーシャルディスタ
ンス(１ｍ)を確保するための保護者入場最大人数が 80 名であっ
たため、各学年（生徒数 80 名弱）発表は保護者１名。太鼓部（部
員２名）、吹奏楽部（部員約 30 名）の保護者は２名の入場までと
いたしました。保護者の皆様の御協力に感謝いたします。 

 
 
・子ども自身は充実した楽しい日々を送らせていただ 
 いているようです。先生方やお友達に感謝しており 
 ます。親として唯一疑問なのは、夏の白靴下と冬の 
 女子のストッキング着用です。式典の日はストッキングでも
良いかと思いますが、日常では更衣室の都合もある中、朝だ
けストッキング着用というのは今時にも合わないし、女子だ
けに強いる点で無用かと思われます。夏は黒・紺靴下。冬は
スパッツ＋黒・紺靴下に変えて頂けたらいいのになあと思っ
ています。 

・女子の制服のスラックスを検討してほしい。 
・冬場の女子の服装について、平日はストッキングではなく長
いスパッツ＋黒靴下でもＯＫにしてほしいです。足蒸れ対策
のため。着替え時間の短縮と体育時も教室で着替えているよ
うなので少し心配です。式やイベントの時などはストッキン
グの正装で。ユニクロのヒートテックのような素材ならそん
なに変ではないのでは･･･ 

・登下校時の荷物が重すぎるので、何か軽減する方法を考えて
いただきたい。 

・教科担任が変わるたびに年々教科（特にファイル）が多くな
り、リュックが重くなっています。軽量化をお願いしたいで
す。時々、リュックの重さを量ると 15～16kg ありました。
片道 30 分で学校まで、すべて登り坂の子に対してあまりに
も大変です。改善をお願いします。（姉が在学していた時よ
りもかなりファイルが多くなっています。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

職員会議等でも話題にしながら、全教職員共通認識のもと、子ど
もたちの発達段階に応じた言葉がけや表現を通して生徒の成長を
支援していきたいと思います。学校通信は、学校全体の様子がわ
かるよう心がけ編集していきます。ホームページにカラー版をア
ップしていますのでご覧ください。教員の授業中の携帯使用につ
いては緊急時のみであることを徹底してまいります。 

学校評価アンケートの回収率は 87%でした。今回の学校通信 
には、自由記述に寄せられた御意見をすべて掲載いたしまし 
た。本校では、家庭・地域との連携、協働をベースに教育活 
動を展開しておりますが、指導への疑問や不安などがありま 
したら、いつでも学校に連絡ください。なお、寄せられた御 
意見や御要望、アンケート結果は全職員で共有し、来年度の 
教育計画（教育課程）の編成に活用していきます。改善点等 
については、学校通信等でお知らせします。 
 


